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70

にて

賛同いただいた企業の皆様と一緒に

「災害への備え」に向けた
パネルディスカッション

を開催しました

企業関係の方・一般の方など

約70名 の方にご参加いただきました



賛同企業様より活動内容をご紹介いただきました

ぼうさいこくたい内閣府セッションより



ぼうさいこくたい内閣府セッションより

パネルディスカッションで多くのご意見をいただきました

住民の防災意識をどう高めていくか？

企業の活動における自助・共助を促す防災意識普及の意義とは？

賛同企業様の取組紹介・パンフレット配布スペース



参加者によるアンケート結果
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無所属

公的機関
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その他

内閣府・関東大震災
100年特設サイト

報道

ご所属企業内で
の周知

ぼうさいこくたい
からの周知

内閣府からの
周知

65%

35% 知っていた
知らなかった

Q ご所属の組織は？ Q 本イベントを知ったきっかけは何ですか？ Q 本事業を知っていましたか？

Q 本事業をどう思いますか？

アンケートにご協力いただいたすべての方に「良い取組である」と回答いただきました。

・期待以上に様々な角度で取り組まれている企業が多いため。
・より家庭に近いところでの活動支援となるため。
・災害時の避難所あるいは在宅避難のQOL向上に必要であるため。
・これまで関わりの少なかった業界とのコラボレーションは面白いと感じるため。

・行政と民間企業の連携には説得力と親近感があり、意識を高める効果があるため。
・企業が災害への備えを広く周知することは企業業界の方々にもPR可能なため。
・共助を企業の貢献で増やすことは持続的な仕組みとなりえるため。

※回答数：23



参加者によるアンケート結果

Q 本イベントの中で興味を持った内容を教えてください。

・PRP（パーソナル・レジリエンス・プロファイル）、ライト層への働きかけ。
・「母乳は防災活動」という視点が素晴らしかった。
・弱者に対する支援（老人、子供と母親への支援などが大切である）。
・フェイズフリーという考え方に興味を持った。

・「共助は企業活動の一つである」という考え方。
・各企業の防災の考え方や取組について興味を持った。
・異業種の方々の取組・考え方について視点に違いに気づき、参考になった。
・内閣府様と賛同企業が内外問わず具体的な行事、イベントに取組んでいる
点。

Q 本イベントの感想や気づき、コラボレーション事業についてのご意見を教えてください。

・住民に近い基礎自治体をどう絡ませていくのか知りたい。
・防災と構えてしまうと難しく考えがちだが、日常生活の延長でとらえると心
理的なハードルも低くなると感じる。

・いかにすそ野を広げるきっかけづくりを工夫するかが大切だと思う。
・避難所のトイレについても企業のコラボが重要なので、展示など内閣府に
コーディネートをすすめてもらいたい。

・防災意識の向上のためには、普段の生活と接点の多い民間企業とも連携して
いくことが重要だと思った。

・個人、家庭、企業、行政機関での食料備蓄を進めることが大切である。
・民間での備蓄については補助金を付けることも有効ではないかと思う。
・賛同企業の備えから始まる連携と、発災を想定した連携ができる体制の構築
が必要であると思う。

・当社も賛同しているため、今後、当社ではどのような貢献が可能か意見交換
をお願いしたい

・公共の場での授乳は、非常時よりも通常時こそ必要性を改めて考えさせられ
た。
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